
が
る
と
思
う
が
見
解
は
。

　
　

国
道
の
か
さ
上
げ
は
飛
砂
や
津
波

の
新
た
な
対
策
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、

海
岸
利
用
者
の
た
め
の
環
境
整
備
は
交

流
人
口
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、

そ
の
必
要
性
を
見
極
め
て
い
く
。

‌　
　

小
・
中
学
校
の
不
登
校
児
童
生
徒

数
は
８
年
連
続
で
増
加
し
、
昨
年
は
過

去
最
多
と
な
っ
た
。
不
登
校
児
童
に
対

す
る
各
区
の
支
援
体
制
は
充
分
か
。

　
　

教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
と
区
相
談
室

を
設
置
し
対
応
し
て
い
る
が
、
不
登
校

児
童
生
徒
数
が
増
え
て
い
る
た
め
、
今

後
の
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。（
教
育
長
）

災
害
弱
者
を
守
る
個
別
避
難
計
画
の
策
定
と

　

医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援

松
下　

和
子

（
新
潟
市
公
明
党
）

‌　
　

高
齢
者
な
ど
の
避
難
行
動
要
支
援

者
の
個
別
避
難
計
画
の
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
福
祉
専
門
職
の
参
画
を
得
る
こ

と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
る
。
本
市
に
お

い
て
も
福
祉
専
門
職
と
の
連
携
が
鍵
に

な
る
と
考
え
る
が
今
後
、
ど
の
よ
う
に

策
定
を
進
め
て
い
く
の
か
見
解
を
伺
う
。

　
　

自
宅
の
災
害
リ
ス
ク
な
ど
を
踏
ま

え
、
優
先
度
が
高
い
対
象
者
か
ら
順
次

取
り
組
む
こ
と
が
有
効
と
考
え
る
。
福

祉
専
門
職
と
連
携
し
、
年
内
に
本
市
の

計
画
作
成
ス
キ
ー
ム
を
構
築
す
る
。

‌　
　

医
療
的
ケ
ア
児
を
ケ
ア
す
る
家
族

は
心
の
休
ま
る
時
が
な
く
、
負
担
軽
減

の
た
め
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
で

き
る
施
設
も
少
な
い
。
ケ
ア
に
は
医
師

や
看
護
師
な
ど
も
必
要
な
こ
と
か
ら
、

８
区
に
設
置
さ
れ
て
い
る
病
児
・
病
後

児
保
育
室
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

受
け
入
れ
可
能
な
施
設
の
確
認
や

運
用
方
法
の
検
討
を
行
い
、
本
年
度
か

ら
医
師
が
常
駐
す
る
病
児
保
育
室
の
一

部
で
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
て
い
る
。

降
雨
で
の
床
上
浸
水
被
害
対
策
と

　

本
市
の
将
来
的
な
デ
ジ
タ
ル
化

平
松　

洋
一（

翔
政
会
）

‌　
　

床
上
浸
水
は
家
屋
に
と
っ
て
「
住

み
替
え
に
な
る
か
、
な
ら
な
い
か
」
の

重
大
な
被
害
で
あ
る
。
床
上
浸
水
の
被

災
者
に
対
す
る
支
援
額
は
最
大
30
万
円

だ
が
、
復
旧
に
は
全
く
足
り
な
い
金
額

で
あ
る
。
床
上
浸
水
の
対
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　
　

下
水
道
施
設
の
未
整
備
地
域
に
お

い
て
床
上
浸
水
が
多
い
こ
と
か
ら
、
ポ

ン
プ
場
や
雨
水
管
な
ど
の
抜
本
的
対
策

の
事
業
化
に
向
け
た
作
業
を
加
速
さ
せ
、

浸
水
被
害
の
最
小
化
を
目
指
し
て
い
く
。

大雨で冠水した道路

‌　
　

災
害
分
野
を
含
め
た
庁
内
の
情
報

共
有
は
不
可
欠
で
あ
る
。
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
業
務
の
効
率
化
に
向
け
た
、

本
市
の
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）の
推
進
状
況
と
、

将
来
的
な
目
標
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
伺
う
。

　
　

次
期
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
戦
略
で
は
、
目

指
す
姿
を
掲
げ
る
予
定
。
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
Ｄ
Ｘ
化
で
利
便
性
向
上
を
進
め
、

今
後
も
全
庁
を
挙
げ
推
進
し
て
い
く
。

認
知
症
の
方
へ
の
支
援
と

　

将
棋
の
タ
イ
ト
ル
戦
の
活
用

伊
藤　

健
太
郎

（
翔
政
会
）

‌　
　

認
知
症
の
方
と
そ
の
ご
家
族
へ
の

支
援
に
つ
い
て
、
認
知
症
だ
か
ら
と

い
っ
て
で
き
る
こ
と
を
全
て
諦
め
さ
せ

る
の
で
は
な
く
、
認
知
症
と
共
生
で
き

る
支
援
を
進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

　
　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
、
認

知
症
カ
フ
ェ
の
運
営
支
援
や
家
族
介
護

教
室
の
開
催
な
ど
、
認
知
症
の
方
と
そ

の
ご
家
族
を
地
域
全
体
で
支
え
、
負
担

を
減
ら
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

‌　
　

本
年
６
月
、
藤
井
聡
太
竜
王
の
本

県
初
対
局
と
な
っ
た
タ
イ
ト
ル
戦
が
岩

室
温
泉
で
行
わ
れ
た
。
今
後
本
市
で
の

タ
イ
ト
ル
戦
開
催
時
に
は
、
子
ど
も
将

棋
大
会
や
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た

り
、
新
潟
の
食
を
発
信
し
た
り
す
る
な

ど
、
チ
ャ
ン
ス
を
大
い
に
活
用
す
べ
き

だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　

子
ど
も
向
け
将
棋
大
会
の
実
施
の

タ
イ
ミ
ン
グ
や
新
潟
の
魅
力
の
効
果
的

な
ア
ピ
ー
ル
な
ど
、
主
催
者
の
意
向
を

踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

国
葬
実
施
日
の
教
育
委
員
会
の
対
応
と

　

選
ば
れ
る
市
立
幼
稚
園
と
す
る
た
め
に

石
附　

幸
子

（
市
民
ネ
ッ
ト
に
い
が
た
）

‌　
　

国
葬
の
実
施
に
際
し
、
国
は
地
方

自
治
体
や
教
育
委
員
会
に
弔
意
表
明
の

協
力
を
求
め
な
い
方
針
を
出
し
て
い
る
。

本
市
教
育
委
員
会
と
し
て
国
葬
実
施
日

に
半
旗
掲
揚
や
黙
と
う
の
実
施
な
ど
は

行
わ
な
い
こ
と
を
市
民
と
各
学
校
に
明

確
に
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

本
市
教
育
委
員
会
に
お
い
て
も
、

学
校
に
対
し
て
弔
旗
の
掲
揚
や
黙
と
う

を
求
め
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。（
教

育
長
）

‌　
　

新
潟
市
立
幼
稚
園
再
編
実
施
計
画

で
は
、
園
児
数
の
確
保
を
見
込
ん
で
い

た
と
思
う
が
、
実
際
は
年
々
減
少
し
て

い
る
。
園
児
数
が
確
保
で
き
な
け
れ
ば

質
の
高
い
幼
児
教
育
ど
こ
ろ
か
園
の
存

続
も
危
う
く
な
る
と
思
う
が
、
園
児
数

減
少
の
解
決
へ
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　

幼
稚
園
に
お
け
る
幼
児
教
育
の
強

み
を
保
護
者
や
市
民
に
効
果
的
に
周
知

す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

即
し
た
預
か
り
保
育
や
、
早
期
年
齢
か

ら
の
入
園
と
な
る
満
３
歳
児
入
園
の
可

能
性
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

（
教
育
長
）

安
倍
元
首
相
の
国
葬
の
法
的
根
拠
と

　

学
校
給
食
の
無
償
化

倉
茂　

政
樹

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

‌　
　

戦
前
に
国
葬
の
根
拠
と
さ
れ
た
国

葬
令
は
、
戦
後
、
日
本
国
憲
法
の
国
民

主
権
や
基
本
的
人
権
に
反
す
る
も
の
と

し
て
効
力
を
失
っ
た
。
法
的
根
拠
の
な

い
国
葬
を
閣
議
決
定
に
よ
っ
て
強
行
す

れ
ば
、
閣
議
決
定
が
法
律
よ
り
優
先
す

る
こ
と
に
な
り
、
法
治
主
義
の
否
定
に

つ
な
が
る
が
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　

政
府
は
内
閣
府
設
置
法
や
閣
議
決

定
を
根
拠
に
し
、
内
閣
法
制
局
の
判
断

も
仰
ぎ
な
が
ら
実
施
す
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
政
府
は
国
葬
の
決
定

を
判
断
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

‌　
　

青
森
市
や
東
京
都
葛
飾
区
、
県
内

で
も
弥
彦
村
で
学
校
給
食
を
無
料
に
す

る
動
き
が
あ
る
。
子
ど
も
の
食
の
権
利

を
保
障
し
、
子
育
て
世
代
の
負
担
を
軽

く
す
る
た
め
、
学
校
給
食
の
無
償
化
を

求
め
る
が
ど
う
か
。

小・中学校の給食室

　
　

無
償
化
に
つ
い
て
は
、
財
源
を
含

め
、
他
の
事
業
と
も
併
せ
て
全
市
的
に

考
え
る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
本
市
単
独

で
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

西
区
海
岸
・
国
道
４
０
２
号
の
整
備
と

　

不
登
校
問
題
の
対
策

佐
藤　

正
人（

翔
政
会
）

‌　
　

国
道
４
０
２
号
は
「
日
本
海
夕
陽

ラ
イ
ン
」
の
呼
称
で
あ
る
が
、
飛
砂
防

止
柵
な
ど
で
海
が
見
え
な
い
。
道
路
を

か
さ
上
げ
す
る
こ
と
で
飛
砂
防
止
や
津

波
対
策
と
な
り
景
観
も
良
く
な
る
の
で

は
。
ま
た
、
西
区
の
海
岸
は
、
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
や
海
水
浴
な
ど
で
多
く
の
利

用
者
が
い
る
。
駐
車
場
や
ト
イ
レ
を
整

備
す
る
こ
と
で
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な

　本市議会では、本市の少子化の進展に対応した施策の総合的な推進に関わる諸問題につ
いて調査・研究することを目的に、令和元年６月に少子化調査特別委員会を設置し、先進
地の視察や、参考人を招いて意見をお聞きするなど、精力的に活動を行ってきました。
　このたび、これまでの調査・研究の結果を踏まえ、
本市が今後取り組むべき事項について提言書を取り
まとめました。この提言が本市の少子化対策に反映
され、よりよい本市のまちづくりにつながるよう、
９月29日、議長から市長へ提言書を提出しました。

提言書の概要
１ 奨学金貸付制度について
　若者の市外流出を抑えるためにも、貸付額と免除額の引き上げなどの制度拡充が必要。
２ 企業参加型奨学金返済支援事業補助金について
　雇用形態を問わずに利用できる取り組み、企業や学校と連携した制度の周知などが必要。
３ 産後ケアについて
　しっかりとしたニーズの把握、利用者の負担額の軽減、利用しやすい環境整備などが必要。
４ 一時預かりについて
　リフレッシュ目的で利用できることの積極的な周知、使いやすい制度とすることなどが必要。
５ 全体について
　県外流出を防ぐ観点から県と連携すること、子育ての費用はできる限り無償化を目指すことなど。

少子化調査特別委員会からの提言書を提出

にいがた市議会だより 4令和４年（2022年）11月６日
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